
小名木川貨物駅跡地商業施設建築事業 評価書案に係る見解書概要 

１ 事業者の名称及び所在地 

名 称 日本貨物鉄道株式会社 

代表者 代表取締役社長 伊藤 直彦 

所在地 東京都千代田区飯田橋三丁目13番1号 

 

２ 対象事業の名称及び種類 

名 称 小名木川貨物駅跡地商業施設建築事業 

種 類 自動車駐車場の設置 

 

３ 対象事業の内容の概略 

本事業は、東京都江東区北砂二丁目1番1号ほかに位置する日本貨物鉄道㈱小名木川貨物駅跡地

において、商業施設の建築及び約2,150台の自動車駐車場を設置するものである。 

対象事業の内容の概略は、表1に示すとおりである。 

表1 対象事業の内容の概略 

項 目 Ⅰ街区 Ⅱ街区 合  計 

所 在 地 東京都江東区北砂二丁目1番1号ほか 

用 途 地 域 準工業地域 

計 画 地 面 積 約 20,000㎡ 約 37,000㎡ 約 57,000㎡ 

建 築 面 積 約 14,000㎡ 約 26,000㎡ 約 40,000㎡ 

延 床 面 積 約 48,000㎡ 約108,000㎡ 約156,000㎡ 

内  商業施設 約 30,000㎡ 約 66,000㎡ 約 96,000㎡ 
 
内 立体駐車場 約 18,000㎡ 約 42,000㎡ 約 60,000㎡ 

階 数 地上5階（高さ約28ｍ） 地上5階（高さ約28ｍ） － 

駐 車 場 台 数 約610台 約1,540台 約2,150台 

構 造 鉄骨及び鉄骨鉄筋コンクリート造 

工 事 予 定 期 間 平成16年6月～平成17年9月（約16ヶ月） 

供 用 開 始 平成17年10月（予定） 

 

 



４  評価書 案に対す る主な意 見及び事 業者の見 解の概要  

評 価書案に 対して都 民から提 出された 意見書は 3,477 件 、事 業段階 関係 区 長

（ 江東区）からの意 見は 1 件 である。主な意見 及び事業 者の見解 の概要は 、表

２ に示すと おりであ る。  

 

表 ２  都民 からの主 な意見及 び事業者 の見解の 概要  

都 民の主な 意見の概 要  事 業者の見 解の概要  

《 土壌汚染 》  

「 選定しな かった項 目及び理 由」で

土 壌 汚 染 は 選 定 し な い と し て い る

が 、「調査 計画書に 対する都 民及び 周

知 地 域 区 長 の 意 見 の 概 要 と 事 業 者 の

見 解」中の「 4.土壌 汚染」に は「… 土

壌 汚染の調 査を行う ことにし た。環 境

確 保 条 例 に 基 づ く 土 壌 汚 染 に 関 す る

手 続に先立 って実施 し、汚染 が確認 さ

れ た 場 合 は 同 条 例 に 基 づ き 対 処 す る

… 」と記述 してある 。つまり 環境影 響

評 価 の 項 目 に は 土 壌 汚 染 は 選 定 し な

か ったが、環境確保 条例に基 づく土 壌

汚 染調査は 実施する と解釈で きる。調

査 を 実 施 す る の で あ れ ば 当 該 評 価 書

案 に 項 目 と し て 選 定 し て も 何 ら さ し

つ かえない が、そう しなかっ たのは 不

可 解である 。見解書 作成時よ り当該 評

価 書 案 作 成 時 の 方 が 土 壌 汚 染 出 現 の

可 能 性 が 高 ま っ た と す る 状 況 変 化 が

事 業 者 に あ っ た の で は な い か と 憶 測

さ れ て も や む を 得 な い 事 業 者 見 解 の

揺 らぎであ る。土壌 汚染は項 目に選 定

す べきであ る。  

 

土 壌 汚 染 は 、 計 画 地 の 地 歴 等 か ら

問 題 な い と 考 え 、 環 境 影 響 評 価 の 項

目 と し て 選 定 し て い ま せ ん が 、 調 査

計 画 書 に 対 し 、 土 壌 汚 染 を 心 配 す る

多 く の 意 見 が 寄 せ ら れ た こ と か ら 、

そ の 不 安 を 解 消 す る た め に 、 土 壌 汚

染 の 調 査 を 実 施 す る こ と と し た も の

で す。  

 都 民 の 健 康 と 安 全 を 確 保 す る 環 境

に 関する条 例 (以下「 環境確保 条例 」

と いう 。 )で は、 3,000 ㎡ を超え る土

地 改 変 者 は 地 歴 調 査 を 実 施 し 、 そ の

届 出 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。

計 画 地 の 土 壌 汚 染 調 査 は 、 こ の 地 歴

調 査 に 先 立 っ て 実 施 し 、 そ の 結 果 は

地 歴 調 査 の 結 果 と 併 せ て 東 京 都 に 届

け 出 ま す 。 な お 、 調 査 の 結 果 、 土 壌

汚 染 が 確 認 さ れ た 場 合 は 環 境 確 保 条

例 に 基 づ き 、 適 切 に 拡 散 防 止 措 置 を

実 施します 。  

 計 画 地 の 土 壌 汚 染 調 査 を 環 境 影 響

評 価 手 続 の 時 期 で は な く 、 そ の 後 で

実 施 す る 環 境 確 保 条 例 手 続 の 届 出 の

前 と し た の は 、 調 査 の た め に は コ ン

ク リ ー ト 舗 装 等 の 撤 去 が 必 要 と な

り 、 撤 去 後 の 裸 地 化 に 伴 う 砂 じ ん 飛

散 等 に よ る 周 辺 住 居 等 へ の 影 響 が 予

想 さ れ る た め で 、 裸 地 化 の 期 間 を 最

小 限に抑え ようと考 えたもの です。

《 大気汚染 、騒音全 般》  

1  騒 音 レ ベ ル が 環 境 基 準 を 超 過 す

る 73.4dB、 し か し 事 業 者 の 増 加 分

は 0.4dB で あると無 責任であ る。  

  増 加 さ せ て は な ら な い と し て 事

業 を進める べきであ り、環境 悪化 を

進 行 さ せ て は な ら な い か ら ア セ ス

メ ントを行 うのであ ろう。  

2  二 酸 化 窒 素 等 い く つ か の 項 目 で

「 環境基準 を上回る が、付加 率が 低

い 。」とい う事業者 側の判断 は、納

得 できない 。予測の 段階で、環境 基

準 を満たせ ない事業 は、認可 すべ き

で はないと 考えます 。  

 

 

大 気 汚 染 と 騒 音 で 、 一 部 環 境 基 準

を 超 え る と 予 測 さ れ た も の が あ り ま

す が 、 す で に 環 境 基 準 を 超 過 し て い

る 状 況 に あ る 等 、 現 況 の 値 が 高 い こ

と が原因で あると考 えます。  

 本 事 業 の 工 事 の 施 行 中 に は 、 工 事

用 車 両 に 最 新 規 制 適 合 車 の 使 用 、 低

騒 音 ・ 低 振 動 の 工 法 及 び 建 設 機 械 の

採 用 、 待 機 時 の ア イ ド リ ン グ ス ト ッ

プ 、 工 事 用 仮 囲 い の 設 置 、 工 事 の 完

了 後 に は 駐 車 場 内 で の 指 定 速 度 の 遵

守 や ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ の 呼 び か

け 等 の 環 境 保 全 の た め の 措 置 を 講 じ

る た め 、 本 事 業 に よ る 付 加 は 、 わ ず



 

か なものと なってい ます。  

 現 在 、 国 や 東 京 都 が 、 自 動 車 の 排

気 ガ ス 規 制 や 道 路 網 整 備 等 の 施 策 を

進 め て い ま す が 、 事 業 者 も 入 居 予 定

企 業 に 対 し 、 配 送 の 効 率 化 や 低 公 害

な 車 両 の 使 用 等 の 協 力 を 求 め る 等 、

よ り 一 層 の 環 境 保 全 の た め の 措 置 を

講 じ 、 環 境 へ の 付 加 を 減 ら し て い く

よ う努めま す。  

《 大気汚染 》  

建 設 機 械 の 種 類 及 び 台 数 が 8 種

類 、 4,868 台 /年 と 記 述 が あ る 。 こ れ

ら の機械は くい打工 事、土掘 工事、荷

上 げ工事用 のもので あり、建 設工事 の

一 部分のも のである 。  

 生コンク リートミ キサー車 、鉄骨 重

量 物トラッ ク、鉄筋 工事、組 積工事 、

防 水工事、板金 工事 、金 属工 事、タイ

ル 工事、石 工事、左 官工事、建具工事 、

塗 装 工 事 、 電 気 工 事 、 給 排 水 衛 生 工

事 、昇 降機 工事 、テ ナント工 事、外構

工 事 等 、 順 次 多 数 の 車 両 が 出 入 り す

る 。大前提 でごまか している 。  

 く い 用 コ ン ク リ ー ト 運 搬 生 コ ン ク

リ ートミキ サー車だ けで、 3,200 台 必

要 、他の各 種工事の 工事車両 類を算 出

で きるはず である。  

 

建 設 機 械 の 稼 働 に 伴 う 大 気 汚 染 の

予 測 は 、 計 画 地 内 に 長 時 間 と ど ま り

建 設 作 業 を 行 う 建 設 機 械 を 対 象 と し

て います。  

 一 時 的 に 計 画 地 内 を 出 入 り す る 資

材 運 搬 等 の 車 両 は 、 待 機 時 に ア イ ド

リ ン グ ス ト ッ プ を 行 う 等 、 影 響 が 少

な い と 考 え ら れ る こ と か ら 対 象 と し

て いません 。  

 な お 、 本 事 業 は 、 既 製 く い を 使 用

し 、 現 場 で コ ン ク リ ー ト 打 設 は 行 わ

な い こ と か ら 、 く い 工 事 で は 、 コ ン

ク リ ー ト ミ キ サ ー 車 を 使 用 し ま せ

ん 。  

《 騒音・振 動 (騒音 )》  

騒 音 の 項 目 で 駐 車 場 供 用 に 伴 う レ

ベ ルが平日で 40dB 及び 25dB、休 日で

44dB、夜間 28dB と 予測して いる。 こ

の よ う な 暗 騒 音 レ ベ ル が 都 会 地 で あ

り 得ない。この評価 書の予測 値は現 実

を 無 視 し た 数 値 を 記 述 し た も の で あ

る 。  

 

駐 車 場 の 供 用 に 伴 う 騒 音 は 、 駐 車

場 内 を 走 行 す る 自 動 車 か ら 発 生 す る

騒 音 を 対 象 に 予 測 し て お り 、 計 画 地

内 に お け る 現 況 の 環 境 騒 音 の 現 地 調

査 結 果 と 比 較 し て 、 十 分 に 小 さ い 予

測 結果とな っていま す。  

駐 車 場 か ら の 騒 音 の 環 境 騒 音 へ の

付 加 は 、 環 境 騒 音 と 比 較 し て 、 予 測

結 果 が 十 分 に 小 さ い こ と か ら 、 1dB

以 下となり ます。  

《 地盤》  

1  地 下 水 の く み 上 げ に よ り 地 盤 沈

下 が お こ り 現 在 砂 町 地 区 は マ イ ナ

ス メートル になって おります 。  

  このう え 1 日 100t の地下 水をく

み 上 げ る の は も っ て の ほ か で あ

る 。ますま す地盤が 沈下する こと は

起 こり得る ことです 。地下水 のく み

上 げは納得 できませ ん。  

  地 下 水 の 使 用 を や め さ せ て 下 さ

い 。  

2  吐
と

出 口断 面積 21 ㎠、 100t/日 とし

て いるが、だれが監 視するの か。設

 

地 下 水 の 利 用 に つ い て は 、 ア ミ ュ

ー ズ メ ン ト ･ス ポ ー ツ 施 設 の 温 浴 施

設 及 び 館 内 の 雑 用 水 と し て 各 々 最 大

約 50 ㎥ /日 を 利 用 す る 計 画 で し た

が 、アミュ ーズメン ト ･スポー ツ施 設

の 温浴施設 には温泉 を最大約 50 ㎥ /

日 、 館 内 の 雑 用 水 に は 上 水 道 を 利 用

す る計画に 変更しま す。  

な お 、 温 泉 の 利 用 に 当 た っ て は 、

温 泉 法 及 び 同 法 に 基 づ く 温 泉 動 力 の

装 置 の 許 可 に 係 る 審 査 基 準 等 を 遵 守

し 、吐
と

出口断 面積 は 6 ㎠ 以下と しま



 

置 時には正 しく 21 ㎠ であろ うが 、

そ の後変更 しても誰 もわから ない。

  街 の 公 衆 浴 場 の 井 水 管 と 比 べ て

ど うなのか 。施設規 模は。  

  住 民 が 使 用 状 況 を 監 視 す る こ と

を 要求する 。  

す 。  

ま た 、 温 泉 掘 削 の 際 に は 、 揚 水 試

験 を 行 い 、 地 下 水 位 の 変 化 の 状 況 を

把 握 す る と と も に 、 工 事 の 完 了 後 に

は 地 下 水 位 の 監 視 を 行 い 、 地 盤 沈 下

の 防止に努 めます。  

揚 水 量 に つ い て は 環 境 確 保 条 例 に

基 づき江東 区に報告 します。  

《 電波障害 》  

1  工 事 中 に 障 害 が 生 じ て か ら 調 査

し て 対 策 を 講 じ る 事 は ゆ る せ な

い 。住民は 正常な映 像を見る 権利 を

奪 われる筋 合いはな い。  

2   電 波 測 定 を 行 い 、 障 害 の 発 生 が

予 想 さ れ る 範 囲 は 事 前 に 処 置 を 行

う べきであ る。  

  処 置 は 現 況 受 信 レ ベ ル の 確 保 で

は なく、将 来の電波 変更にも 対応 す

る ものとす べきであ る。  

  維 持 管 理 は 将 来 に わ た っ て 担 保

す るものと すべきで ある。  

 

 遮 へ い 障 害 及 び 反 射 障 害 が 生 じ る

と 予 測 さ れ る 地 域 に つ い て は 、 工 事

の 進 ち ょ く に 応 じ て 、 建 造 物 に よ る

テ レ ビ 受 信 障 害 の 調 査 と 対 策 （ 日 本

放 送協会）等 に基づ き、CATV の活 用、

既 設 施 設 の 移 設 ・ 改 善 等 、 将 来 の 維

持 管 理 も 含 め 適 切 な 措 置 を 講 じ ま

す 。  

地 上 波 の デ ジ タ ル 放 送 は 、 本 年 末

に 試 験 放 送 が 始 ま る 予 定 と な っ て い

ま す が 、 そ の 予 測 ・ 対 策 手 法 は ま だ

確 立 さ れ て い ま せ ん 。 対 応 策 が 定 ま

り 次 第 、 ア ナ ロ グ 放 送 と 同 様 に 適 切

な 措置を講 じます。  

《 景観》  

建 物の高さ を抑え、形状、色 彩は 周

辺 と 調 和 す る よ う な ど と 記 述 し て い

る が、事業 者の計画 規模その ものに 、

言 葉だけの ごまかし である。  

地 上 28m、 156,000 ㎡ の不細 工な 倉

庫 状、箱体 形状 、単 純な連続 壁面 、さ

ら に屋上に は車がま る見えで す。  

ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル と 対 比 し て み

る べきだ。  

 

計 画地周辺 は 4～ 14 階 建の集 合住

宅 や 倉 庫 等 が 点 在 し て い ま す 。 計 画

建 築 物 の 高 さ 、 形 状 及 び 色 彩 、 緑 化

等 に つ い て は 江 東 区 景 観 づ く り 基 準

の 配 慮 事 項 に 適 合 す る よ う に 努 め ま

す 。  

 

《 廃棄物》  

工 事 の 施 工 中 は 掘 削 工 事 に よ る 発

生 土 を 場 内 処 理 す る こ と で 工 事 中 の

廃 棄物は他 に記述が ないが、建物が 完

成 するまで にはくい 工事、コ ンクリ ー

ト 工事 、鉄 筋工事、鉄骨 工事 、組 積工

事 、防水工 事、木工 事、金属 工事、タ

イ ル工事、建具 工事 、硝 子工 事、塗装

工 事、内装 工事 、電 気工事、給排 水衛

生 工事、冷 暖房工事 、昇降機 工事等 、

多 種の工事 がある。  

 こ れ ら の 工 事 関 係 資 材 は 一 般 廃 棄

物 ではない 。くい工 事に伴な うベン ト

ナ イト等、大量に発 生する。産業廃 棄

物 の 90％ は 建 設 関 係 廃 棄 物 で 占 め ら

れ ている。 なぜ記述 がないの か。  

 

本 事 業 の く い 工 事 は 、 既 製 く い を

用 い た 中 掘 圧 入 工 法 を 用 い ま す 。 こ

れ は 、 既 製 く い の 中 空 部 か ら く い の

先 端 部 を 削 孔 し な が ら く い を 埋 設 し

て い く 工 法 で 、 ベ ン ト ナ イ ト は 使 用

し ません。  

し た が っ て 、 本 事 業 の 建 設 廃 棄 物

の 発 生 は 、 高 層 ビ ル の 建 設 等 と 比 較

し て 少 な い と 考 え ら れ 、 予 測 事 項 と

し て 選 定 し て い ま せ ん が 、 発 生 し た

建 設 廃 棄 物 に つ い て は 、 再 利 用 ・ 再

生 が 可 能 な も の は で き る だ け 再 利 用

し 、 再 利 用 が で き な い も の に つ い て

は 、適切に 処理・処 分します 。  

《 温室効果 ガス》  

空 調機器、 SF6 を使 用する受 変電 設

 

温 室 効 果 ガ ス に つ い て は 、 東 京 都



 

備 は 密 閉 構 造 の た め も れ る こ と は な

い と記述し ているが 、空調機 が熱変 換

し て も 熱 気 は 発 生 し な い こ と で す

か 。受変電 設備は熱 発生ゼロ とのこ と

で すか。又 、これら 機器の設 置室を 密

閉 にして、外部へ熱 エネルギ ーを放 出

し ないこと ですか。どこのメ ーカー の

ど のような タイプの 機器か。  

環 境 影 響 評 価 技 術 指 針 に 基 づ き 、 地

球 温 暖 化 の 原 因 と な る 温 室 効 果 ガ ス

の 一 つ で あ る 二 酸 化 炭 素 の 排 出 量 に

つ い て 予 測 ・ 評 価 し て お り 、 個 別 の

機 器 類 か ら 発 生 す る 熱 量 は 対 象 と し

て いません 。  

ガ ス エ ン ジ ン を 使 用 す る コ ー ジ ェ

ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム や 蓄 熱 式 空 調

シ ス テ ム は 、 省 エ ネ ル ギ ー に つ な が

る 施 設 で あ り 、 二 酸 化 炭 素 を 発 生 さ

せ る 原 因 と な る エ ネ ル ギ ー 使 用 量 を

低 減できる 効率的な 設備です 。  

《 土地利用 計画》  

1   環 境 を 良 く す る 防 災 公 園 を 作 る

べ きだ。  

2  騒音や 公害はも う沢山で す。防災

公 園、緑の ある公園 など作っ て欲 し

い です。大 きな地震 などおこ った 場

合 など、一 時の避難 場所とし てほ し

い です。  

 

 

 本事 業は、アミ ュー ズメント・ス ポ

ー ツ 施 設 を 備 え た 複 合 商 業 施 設 の 建

築 を 計 画 し た も の で 、 計 画 地 に は 、

東 京 に お け る 自 然 の 保 護 と 回 復 に 関

す る 条 例 及 び 江 東 区 み ど り の 条 例 に

基 づ く 緑 化 基 準 値 以 上 の 緑 地 を 確 保

し 、 常 緑 樹 を 主 体 と し た 植 裁 を 行

い 、 豊 か な 緑 と 潤 い の あ る 空 間 の 創

出 を図りま す。  

 な お 、 小 名 木 川 貨 物 駅 跡 地 南 端 の

約 3,000 ㎡ を公園と して、既 存の北

砂 二 丁 目 公 園 と 一 体 的 に 整 備 す る 計

画 で 、 災 害 時 に は 一 時 避 難 場 所 等 と

し て機能す るものと 考えられ ます。

《 駐車場計 画》  

駐 車台数 2,150 台と している が、他

の 事例と比 べると大 変おかし い。  

車 台 数 の 大 前 提 が 違 う の で あ る か

ら 、大気汚 染の各デ ーターは 信用で き

な い。周辺 状況だけ データー を記述 し

て も無意味 である。イトーヨ ーカ堂 木

場 店 の 事 例 を 参 考 に す る こ と は 不 適

切 である。  

 

 

 

駐 車 場 台 数 は 、 江 東 区 内 に あ り 計

画 地 に 近 い 類 似 施 設 で あ る イ ト ー ヨ

ー カ 堂 木 場 店 に お け る 駐 車 時 間 等 の

実 測 結 果 を 基 に 設 定 し ま し た 。 類 似

施 設 が 、 計 画 施 設 と 比 較 し て 駅 （ 営

団 地 下 鉄 東 西 線 木 場 駅 ） に 近 い 立 地

で あ る こ と を 考 慮 し て 、 鉄 道 利 用 者

も 自 動 車 利 用 者 と し て 扱 う 等 、 適 切

な 設定を行 っていま す。  

 駐 車 場 台 数 は 、 関 係 機 関 等 と の 協

議 を 行 っ た う え で 、 決 定 す る こ と に

な り ま す が 、 駐 車 場 台 数 を 変 え る 必

要 が 生 じ た 場 合 に は 、 東 京 都 に 変 更

の 届 出 を 行 う 等 、 環 境 影 響 評 価 条 例

に 基づき適 切に対処 します。  

 

 


